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・
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

,

支

那

困

民

繹

濟

序

説

.

.

.

,

.

.

.

.

.

憩覗

軸夘

外
米

關
税
の
外
米
市
債

に
及

ぼ
す
影
響

.

松

江
藩

・
入

蓼
專
責

・
維
新
後

・
塵

分

婚

姻
率

の
自
律

性

に
就

い
て

:

.

.
・

附

皿鋒

新
着
外
囲
輕
濟
雑
誌
主
.要
論
題

本
誌
第

三
十
四
巻
総
目
録

油
墨
博
士

神

戸

麦

畢
博
士

高

田

・
経
済
學
博
士

汐

見

・
法
學
博
士

財

部

.

"
、一
年

匹

準

ヒ

静 三 保 正
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・
経
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學
士

蜷

川

虎

三

経
濟
學
士

大

上

末

廣

・
経
済
學
士

八

木

芳

之

助

・
経
済
學
士

堀

江

保

藏

・
経
済
學
士

三

谷

道

麿



支
那
國
民
経
漕
一序
説

支

那

國

民

経

濟

序

説

第
三
+
四
巷

(下

)

九
四
二

第
六
號

一
〇
〇

一

圭
と
し
て
官
吏
資
本
を
中
心
と
し
て

大

上

末

廣

}
、
導

晶嵩

二
、
櫛同
定
.の
轡
一生

と
宮

古
～.資
,本

の
生
成
ハ
以
'上
前
號
掲
載
)

三
、
官

吏
資
本

と
経
済

組
織

の
墾

死

囚
、
答
覆

と
批
列

五
、
結

語

三
、
官
吏
資
本
と
纏
濟
組
織
の
饗
化

以
上

に
お

い
て
、
極

め
て
粗
雑

で
は
あ

お
が

、
私

は
支

那

に
於

け

る
官

吏

の
蓄

財

に

つ

い
て
、

一
癒

の
素

描

を

試

み
た

。

か
く
官

吏

の
手

に
蓄
積

せ
ら

れ

た
富

は
、
然

ら
ば
、
何

庭

に
向

っ
て
流

れ
往

く

か
。
そ

の

一
部
分

は
、

い
ふ
ま

で
も
な

く

.
彼

ら

の
豪

奢

な

る
生

活

と
構
勢

の
維
持

の
た

め

に
費

さ

る

、
の
で
あ

る
が

、
残

り

の
大
部
分

は
、
ま

つ
土
地

に
向

っ
て
、

つ

い
で
商
業

、
工
業

、
金

融
業

に
夫

々
投
下

さ

れ

て
↓
土
地

資
本

と
し

て
、
商

業
資

本
乃

至

は
銀
行
資

本

と
し

て
活

躍

す

る
の

で
あ

る
。

官

吏

資

本

の
主

要
形
態

は
、
土
地

資
本

で
め

る
。
支

那

に
在

っ
て
遺

、
最

も
安

全

に
し

て
且

つ
最

も
名
春

あ

る

づ

　

粥
産
形
態
は
土
地
で
あ
る
。
從

っ
て
、
官
吏
が
首
邑
の
資
本
を
、
何
よ
b
も
ま
つ
土
地
の
買
攻
の
た
め
に
ふ
り
向



け
る
の
は
、
極
め
て
自
然
で
あ
ら
う
d
す
で
に
ふ
れ
た
る
如
く
、
五
代

に
薯
貴
族
の
消
滅
し
た
こ
と
は
、

一
方
に

は
君
主
猫
裁
制
匹
確
立
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
光
が
.、
こ
の
事
は
他
方
で
は
、
人
民
の
財
産
私
有
権
或
は
身
上

の
自
由
権
等
の
諸
種
の
権
利
の
登
生
と
そ
の
承
認
に
結
果
し
た
。
ま
た
後

に
み
る
で
あ
ら
う
如
く
、
五
胡
十
⊥ハ
國

の
観
世
に
於
け
る
晋
室
の
南
渡
と
之

に
伜
ふ
南
方
の
開
登
は
、
従
来
の
地
方
的
市
場
交
換
の
状
態
を
全
図
的
な
市

面
流
通
の
初
期
の
階
段

に
ま
で
急
遽

に
押
し
進
む
る
有
力
な
素
因
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
か
、
る
支
那
肚
會
の

責
買
交
換
の
経
済
は
ほ
ゴ
宋
初
ま
で
に
、
そ
の
系
統
と
秩
序
を
大
艦
完
成
し
た
。
此
ら
の
諸
候
件
を
土
塁
と
し
て

宋
以
後
に
結
成
し
た
官
吏
群
は
、
そ
の
手
に
か
き
集
め
ね
亘
大
な
る
資
本
を
盛

に
土
地
に
投
下
し
た
の
で
あ
る
が
、

垢

の
丸

め

に
・
近
代
的
陶

歯
商
質

の
形
態

セ

レ
う

て
、
土
地

は
急

診

菅

磁
.の
手

に
難
中

す

る
.
.…と

・
な

つ
九
。
そ

れ
ゆ
え

に
、
支

那

に
於

け

る
官
吏

又

は
前
官

吏

に
し
て
、

土
地

の
所

有
者

で
な

い
も
の
は
殆

ん
ど
な

く
、
土
地
所

有
者

と
官

吏
と

は
殆

ん

ど
同
意
語

と

な

っ
て

み
る
α

か

く

の
如

く

に
彼

ら

に
よ

っ
て
所
有

さ

る

、
土
地

は

、
勿

論

彼

ら
自

身

に
よ

っ
て
耕

作

さ

る

～
こ
と
な

く
、

凡

て
小

作

に
附

す

る
の
で
あ

る
。
管

理
農

或

は
分

盆
小

作
農

の
農

業
経
螢
形

態

が

、
比
較

的
廣

く
支

那

に
行

は

る

、
は

、
土
地
所

有

に
及

ぼ

せ
る
如

上

の
官
吏

資
本

の
影

響

と

し
て

把
握

さ

る

べ
き
で
あ

ら

う

。

以
上

み
た

る
如

く
、
官

吏
資
本

の
土
地
投

下

は
、
土
地

の
自
由
責

買

と
此

に
伜

ふ
自

由
契

約

に
基

く
小
作
制
度

の
成
立

と

に
遭

を
開

く

こ
と

、
な

っ
た
。
勿

論

か
く
立
言

す

る
こ
と
は

、
支

那

に
於
け

る
土
地
集
中

の
歴

史

が
、

秦

漢

の
昔

に
ま

で
溯
り

う

る
蝿

と

い
ふ
事

と

は
決

し

て
矛
盾

し
な

い
。
唐

以
前

に
於

て
も
土
地

集
中

の
現
象

の
存

支
那
国
民
経
濟
序
説

第
三
+
四
巻

九
四
三

第
六
號

一
2

i襯 欝欝 鶴 驚1::…転飄然 蹴



支
那
國
民
経
済
序
説

r

第
三
+
四
巻

九
四
四

第
六
號

一
〇
二

し
た

こ
と

は

、
史

實

に
徴

し
て
明

で
は
あ

る
が

、
然

し
當
時

に
於

け

る
土
地

移
轄

の
實
質
的
内

容

を
な

す
も

の
は
、

張

力

に
よ

る
土
地

の
牧

奪

で
あ

っ
て
、
近

世

法
律

に
観
念

せ
ら

る

、
も

の
と

は
遙

か

に
か
け
離

れ
て

み
る
。
け

だ

し

、
個

人

の
土
地

所
有
権

な

く
し

て
、
そ

の
権

利

の
移
縛

を
考

へ
る
こ
と

ば
全

く
無
意
味

だ

か
ら

で
あ

る
。

然

し
乍

ら

、
支

那
國

民
経
濟

の
研

究

に
従

事

す

る
『
輝

け

る
』
一
群

の

マ
ル
ク

ス
主
義

者

の
如

く

に
、
歴
朝

に
於

け

る
土
地
責

買

の
禁

止
令

や

そ

の
責

買

に
附
随

す

る
幾
多

の
宗
法

的

・
封
建
的
制

限
乃

至

は
支
配
的

な
地

代
形

態

,た

る
質
物

地
代

や
小
作
契

約

に
随
伸

す

る
幾

多

の
封

建
的
負

捲

を
あ
げ

て
、
支
那

に
於
け

る
農
業

の
封
建
性

を

立

講

せ
ん
と
試

み
る

こ
と

も

、
紛

ふ
方

な

き
誤

謬

で
あ

ら
う

。
土
地
責

買

の
禁

止
令

は
、
事
賃

に
於

い
て

は
、
た

ゴ

紙

の
う

へ
の
文

字

に
す
ぎ

な

か

っ
た

の
で
あ

り

、
ま

た
土
地
責

買

に
關

す

る
幾
多

の
諸
制
限

は
、
そ

れ
自

禮

と
し

て

、
封
建

的
所

有
關
係

の
本

質

を
な

す
私
法
的

・
公

法
的
権

利
と

は
、
根
本
的

に
異

る
の
で
あ

る
。
支

那

の
支

配

的

な
地
代
形

態

と

し
て
質
物

地
代

を
指
摘

す

る

こ
と

は
、
全

く
た

ゴ
し

い
。
然

し
乍

ら

.

.支
那

に
於

け

る
農

民

の

極
度

な

る
貧

困

こ
そ
登
達

せ
る
流
通

経
濟

の
只
中

に
在

っ
て
も

、
な

ほ
廣

汎

な
貰

物
地

代

の
成

立
を
可
能

な

ら

し

む

る
基

因

を
な

し

て
み

る
の

で
あ

っ
て
、
市
場
交
換

経
済

の
肚

會

に
於
け

る
貰

物
地

代

と
は
完

ぐ
そ

の
成

立
基

礎

わ

を
異

に
し
て
み
る
。
ま
た
小
作
契
約
に
件
ふ
封
建
的
負
擦
は
、
小
作
契
約
と
共
に
生
滅
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

自
禮
と
し
て
は
、
小
作
關
係
の
本
質
的
内
容
を
構
成
す
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。

か
く
て
、
土
地
資
本
と
し
て
活
躍
す
る
官
吏
資
本
は
、宋
以
後
に
於
け
る
農
業
経
済
の
構
成
に
近
代
的
性
質
を
織

の

コ

コ

り
込
ん
だ
の
で
あ

っ
た
が
、
他
方
で
は
更
に
耕
作

・
灌
漑
等
の
諸
器
具
を
し
て
劃
期
蘭
な
襲
蓮
を
な
き
し
め
て
、

4〕

5)
6)

7)

季 立 三 民 、 前 掲 論 文 、64-7頁 。

山 名 正 孝 氏 、 前 掲 論 文 、537-8頁 。 朱 其 華 氏 、 前 掲 書 、;06-7頁 等 。
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嚴霞峰氏 『中國経済 問題研究』29-30頁 、民団二十年 、新 生命書眉刊。



ロ

の

水
車

・筒

車

・
転

壷

・秩

馬
等

の
進

歩

せ

る
農

具
は
、
随

時
適

宜

に
使

用

せ
ら

れ
た

。

こ
れ

に
件

っ
て

、
灌
漑

耕
作

.

に

無

作
は
飛
躍
的
な
震

を
な
す
に
い
砦

、
ま
た
肇

窪

方
法
も
粗
放
か
ら
籍

へ
と
轄
化
す
る
に
い
た

野

つ
た
。
此
ら
の
肇

技
術
及
び
土
穿

法
の
窪

を
毒

と
・
て
、
始
め
て
、
農
産
物
の

一
般
碧

南
.開
化
が
可

韓

能
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
・
含

支
那
の
肇

生
産
物
の
・・
へ
に
最
至

要
な
・
地
位
を
占
む

・
棉
秦

・煙
草
等

雛

・
新
な
・
商
品
・
し
渠

以
後
の
肚
宵

現
は
…

一

な
亀

ま
た
毛
織
物
・綿
布
・髪
綱
・花
邊
章

撃

・
騨

豆
油
等
が
主
要
な
る
農
村
の
家
内
工
業
と
な
っ
て
、
廣
人
な
る
支
那
の
全
土
に
雑
草
の
如
く
に
繁
茂
す
5̀
に
至
つ

評
郷

国
戯

た

の
も
宋

以
後

で
あ

る
。

長
浦

へ

も

以
上
の
如
く
に
し
て
官
吏
の
手
に
集
中
す
る
土
地
は
、
然
し
乍
ら
、
支
那
杜
會
に
於
け
る
固
有
の
相
続
制
度
す

頭
頂

な
は
ち
募

を
原
則
と
す
る
財
産
の
相
穰

と
過
剰
人
。
の
存
在
・
に
妨
げ
ら
れ
て
・
杢

地
所
有
に
ま
で
螢
展

嵩
ロ
　
　

す
・
・
と
は
出
庫

に
、
却
っ
て
反
射

に
土
地
の
過
劣

割

に
陥

っ
た
の
で
あ
・
が
、
.、
の
事
は
如
上
の
生
獲

羅

術
の
難

量

定
の
限
度
を
附
興
す
る
こ
ミ

な
っ
た
。

囎　
　

農

業

を
去

っ
て
商

工
業

に
向

ふ
こ
と

～
す

る
。

私

の
知

れ

る
限

り

で
は

、
支

那

に
於
け

る
主

要

な

る
工
業

脛
螢

隙
騨

形

態

を

な
す
も

の
は
、
農

村

を
中

心

と
す

る
問

屋

工
業

と
、

都
市

に
幡

屋

す

る
工
場

手
工
業

と

で
あ

っ
て
、
之

に

陣
跡

　
ユ

僅

ば

か
り

の
近

代

工
場
工
業

が
沿
海

の
大

都
市

を
中

心
と
し

鐵
道

に
洛

ふ
て
散

布

し

て
み

る
。
近

代
工
場

工
業

に

韓
鯉

は

・
弦

で
は
立

入
ら
な

い
こ
と

、
し

て
、
前

二
者

に

つ
い
て

の
み
見

れ
ば

、
此

ら

の
も
の

～
大

規

模
な

る
も
の

は
、

奏
陶

㊧

直

接

に
か
間
接

に
か
と
も

か
く
官

吏
叉

は
そ

の
後

裔

乃
至

は
之

に
依
附

し

て
の
み
成
長

し
う

る
紳
商

に
よ

つ
て
経

支
那
国
民
経
済
序
説

第
三
+
四
巻

九
四
五

第
六
號

一
〇
三

、



支
那
國
民
繹
濟
序
説

第
三
十
四
巻

九
四
六

第
六
號

一
〇
四

の

螢

さ

れ

て
る
る
が

、
そ

の
主

要
な

る
螢

業
形

態

を
な

す
も

の
は
匿
名
組

合

の
名

を

も

つ
.て
呼

ば

る

、
所

の
も

の
で

あ

る
。

支

那
.に
お

い
て
は
、
古
来
農

業

は
『
本

業
』
と

し

て
尊
重

せ
ら

れ
た

の

で
あ

る
が
、
商

業

は
之

と

は
全

く
反
射

に

『
末

葉
』
と
し

て
極
度

に
践

め
ら

れ
て
き

た
。
從

っ
て
、
面

子
戚
情

の
非

常

に
強

く
支

配

し
て

み

る
支
那

に
於

い
て
、

官

吏

叉

は
前

官
吏

と

い
ふ
名
墨

あ

る
地
位

に
あ

る

も

の
が
、
商
業

に
投
資

す

る

こ
と

は
、
彼

ら

の
膿
面
戚
情

の
許

郭
な

い
所

で
あ

る
。

そ
れ
ゆ

え

に
、
彼

ら
は
好

ん

で
先

づ
土
地

に
投
資

す

る
の
で
あ

る
が

、
土
地

の
投
資

に

一
定

¢
邸
壌

¢
存

在
す

る
こ
と

㍉
盛

業

に
懸

け

る
利
益

の
よ
り
人
な

る
こ
と

は
、
猿
吏

を

し
て
土

地
投

資

に
の

み
留

ら

し

め
な

い
。

そ

こ
で
彼

ら

は
面
子
戚
情

と
『
末
葉
』
と

の
間

に
横

は

る
矛

盾

を

、
匿
名

組
合

な

る
方
法

に
よ

っ
て
巧

勒

に
解
決

し

つ

》
、
盛

に
商

業

に
投
資

す

る
の
で
あ

る
。
從

っ
て
、
匿
名

組

合

の
存

在

す

る
所

に
は

、
必
ず
官

吏

資

本

が
存
在

す

る
と
見

る
こ
と

は
、
大

膿
誤

で
は
な

い
が

、
し

か
も
匿
名

組

合

は
、
今

日

に

い
た

る
も
な
ほ
支

那
産

功

業
組

織

の
主
要

な

る
礎

石

と
な

っ
て
、
そ

の
特

殊

な

る
機
能

に
よ

っ
て
頑
固

に
資

本
主
義

的
企
業

の
登
生

に
抵
抗

し

つ

～
あ

る
。

か

く

の
如

く
、
匿
名
組

合

の
方
法

を
も

つ
て
商

業

の
分

野

に
流
入
す

る
官
吏

資
本

は
、
大

規

模

な
問

屋
と

し
て

そ

の
姿

を
現

は
す
。

か

～
る
大
規

模

の
問
屋

は
多

く
、
支

那

に
あ

っ
て

は
、
軍

に
商

業

の
み

に
従
事

す

る

の
み
で

な

く
金
融

業

を

も

い
と
な

ん
で

み

る
が
、

こ

の
事

の
故

に
、
問

屋

は
直

接

に
家
内

工
業

を
自
己

の
統
制

下

に

お
く

の

み
に
は
留

ら

す
、
更

に
進

ん

で
工
場

手
工
業

を

も
支

配
し

う

る
の
で
あ

る
。
事

例

を
織
布
業

に
乏

る
。
織

布
業

9)

・o)

II)

東亜経濟 調査官 、前掲書、第一 輯176-8〕 罰:o
束蚤同文 調査官 、前掲書、第十一輯41頁 。
木村増太郎簿士 『支那 の産業組織』289-2'16頁 一 一『現代 支那事情の研究』
昭和三年 、大阪屋號刊。



琴

呈

那
の
い
た
る
暫

見
出
・
る
善

遍
的
笙

髪

の

一
つ
で
あ
・
が
家

内
工
業

と
し
て
欝

れ
て
る

ロ

　

、
織
布
業
は
、
　.口
ふ
ま
で
も
な
商

屋
の

窃

の
擬

に
從

ふ
。
す
な
は
ち
、
紗
鍛
荘
は
・

自
義

具
を
そ
な

へ

原
料
を
農
村
か
長

入
れ
、
之
に
紡
工
又
は
染
色
を
施
・
て
、
都
夏

は
そ
の
附
近
の
農
村
の
甥

に
貸
興
し
て

製
織
せ
し
む
る
。
.、
の
場
合
、
紗
鍛
,荘
が
・
れ
ら
の
機
動
に

一
定
の
賃
銀
を
支
塑

'」
と
易

論
で
は
あ

る
が
・

同
時
に
機
坊
に
於
け
星

産
並
に
慧

を

一
切
支
配
し
て
ゐ
・
。
か
-
織
布
業

の
崖

は
家

内
工
業
を
直
接

に

支
配
し
て
ゐ
。
が
、
導

」
進
ん
で
は
、
原
料
の
買
入
を
通
・
て
餐

を
、
ま
奏

金
の
蓋

を
通
じ
て
表
霧

覚

せ
る
工
肇

工
業
を
、
夫
々
自
己
の
勢
力
下
に
慧

芒

む
・
こ
と
・
.
蓬

に
審

・
る
・
・
と
で
あ
・
ガ

論
か
、
..
…
般
鯉

騰

は
、
釜

澤

嘉

が
霧

昊

規
禦

主

業
聖

勤

豪

聖

業
を
馨

す
る
.

と

い

ふ
特

殊

な

る
事

例
を
決

し

て
排

斥

は
し
な

い
。

商
業
に
向

っ
て
の
官
吏
の
投
資
は
、
そ
れ
が

髭

の
階
段
に
ま
で
窪

し
覆

に
始
め
て
行
は
る

～
も
の
で
あ

b

、
ま
た
商

業

の
登
達

は
、
工
業

、
農

業

、
交

通
業

等

の
登
達

の
結

果

で
あ

る
こ
と

は
明
白

で
あ

る
。
然

る
に
晋

室
が
江
南
の
地

に
遷
都
し
た
.、
と
の
彙

レ
じ

て
江
鑑

方
の
開
響

れ
た
・
と
又
・
の
開
登
を
刺
撃

る
に
充

盈

る
南
方
地
方
の
土
地
の
肥
沃
や
富
源
の
豊
富

さ
、
並

に
堕

条

に
い
た
っ
て
南
北
大
蓮
河
の
ほ
莞

成
し

た

こ
と

、
、
之

に
俘

っ
て
諸

交

通
権
關

の
進

歩
し

た

こ
と
等

は

、

一
切

の
諸

生
産
部

門

を
飛
躍

的

に
登
蓮

せ
し

め

、

從

っ
て
ま
蕎

業
の
異
常
な
る
震

に
碧

き
り
開

い
た
。
か
あ

如
き

一
般
的
葵

展
傾
向
を
更
に
嬰

な
ら

し
め
た
も
の
と
し
て
、
當
時
や

つ
や
-
隆
盛
に
お
も
む
き
つ
易

つ
た
南
方

と
の
外
囲
貿
易
を
指
摘
す
る
は
基

支
那
国
民
醤

嚢

・

第
三
+
四
巻

九
四
七

第
六
號

一
。
五

切鱗欝 欝 鼎謬鐵灘羅難欝蟹牌



支
那
國
民
経
済
序
説

第
三
十
四
巷

九
四
八

第
六
號

一
〇
六

の

く

た
ゴ

し

い
α

か
く

て
、
唐

を

経

て
宋

に
い
た

る
ま

で

に
、
官
吏

資
本

は
、
ま
つ
商
業

に
、

つ
い
で
工
業

に
投
下

さ

れ
始

め
た
と

見

る

べ
き

で
あ

ら
う
が

、
此

ら

の
諸
産

業

が

一
旦
官

吏
資

本
を
吸
収

す
る

に
及

ん

で
更

に
目
ぎ
ま

し

い
登
達

を
と
げ

る

こ
と

長

つ
た

。

か
く
て
、
製
縣

・製

紙

・製

粉

・醸

造

・窯

業

.
染
料
醇

の
諸

産

業

が
、
含

支

那
産

業

の
支

配
的
形
態

た

る
問

屋

工
業

乃
至
工
場

手
工
業

と
し

て
の
形

態

を
と

～
の

へ
た

の

は
.
唐

の
中

期

か
ら

宋

に
い
た

る
迄

に
於

て

ゴ
あ

っ
た
。

,
以
上

に
お

い
て
、
大
急

ぎ

に
官
吏

資
本

の
農

業

並

に
商

工
業

に
於

け

る
活

動

を

み
、
ま
た

そ

の
結
果

と
し

て
の

此
ら
の
諸
生
産
部
門

の
躍
進
的
な
登
達
を
概
観
し
た
。
こ
の
榛
な
諸
生
塵
部
門
暴

け
る
急
謬

る
磯
蓬
は
、
然

々
商
品
生
産

の
普
遍
化
と
貨
幣
流
逼
の
深
化
・獲
大
と
を
促
進
し
た
こ
と
は
當
然

で
あ
っ
た
。
一
言
に
し
て
い
へ
ば
、

財
貨
の
布
面
集
散
が
布
面
流
通
に
取
っ
て
代
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
ら
の

一
連
の
諸
事
情

に
迫
ら
れ
て
、
支
那
肚

曾
は
従
来
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
新
な
る
金
融
組
織
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
辱
あ
る
が
、
か

～
る
肚
會
的
必

要

に
慮

じ

て
、
明
末

、
清

初

に
先
づ

磯
生

し

た
も
の
が
、
所

謂
山
西
票

號

で
あ

っ
た
一

こ
の
も

の
は
辛

亥

の
菱

に

衰

滅

し
た
一

。

つ
い

で
銭
荘

・銭

舖

・
當
舖

等

の
如

き
内

国
金
融

機
關

が
現

は

れ
、
更

に
清

末

に
於

け

る
諸

外
国

と

の
接
鯛

は

、
外

か
ら

の
洋
式

銀
行

の
移

植

と
内

に
於

け

る
そ
れ

の
螢
生

と

に
結

果
し
た

。
現

存

の
状

態

に

つ

い

て

い

へ
ば

・
從

っ
て
、
支
那

に
於

け

る
金
融

機

關

の
最
高
形

態

は

、
自

由
港

に
あ

っ
て
は
内

外

を
含

め
て

の
近
代

的
諸

銀
行

で
あ

り

、
奥

地

に
於

て

は
銭
荘

・
銭
舖

・
當
舖
等

の
内
国

奮

金
融

機
關

で
あ

る
。

こ

、
で
は

、
近

代
曲
譜

の

コ

銀

桁

に
は

ふ
れ
な

い
こ
と

～
し

て
、
た

ゴ
内

國

奮

金
融

…機
關

の

み
を
瞥
見

す

る
こ
と

、
す

る
。

謝 講 濫 鎌 鵠 鶴 薪 呈翻 璃:纏 縄 真壁 、、阻號、第

詮 鷺 講 鵬o香 盆d豊lia蜜d、 睾:>mmerciallnfOTMACIOn;ibid.VolNo.s.No.i8.Vol.VIII,No:
272,北 京政 府 経 済討 論 塵 、 前掲誌 、第80、lil5、6夏 號 、参 照 。

馬寅 初氏 『吾 國 銀行 業 歴 史上 之 色彩 』 銀行 雑 誌 、第 一巻 第 一 號。エ5)



支
那
自
生
の
内
国
葛
金
融
機
関
の
馨
生
は
､
右
に
み
た
る
如
-
'
基
本
的
に
は
官
吏
資
本
費
適
の
結
果
で
あ
っ

た
が
'
此
ら
の
も
の
が

1
旦
成
立
す
る
に
及
ん
で
は
'
自
ら
官
吏
資
本
を
放
牧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
そ
れ
白
燈

の
馨
展
を
促
進
し
Llと
同
時
に
､
官
吏
資
本
に
薪
な
る
進
路
を
拓
-
開
い
て
'
そ
の
活
動
を
倍
加
せ
し
め
た
事
は
､

諸
生
産
部
門
に
於
け
る
と
同
様
で
あ
っ
た
.
す
な
は
ち
官
吏
資
本
を
吸
収
し
っ
～
馨
達
し
た
此
ら
の
金
融
機
関
は
'

そ
の
勢
力
の
将
大
す
る
に
つ
れ
て
'
上
に
向
つ
て
は
中
央
又
は
地
方
の
諸
政
府
に
そ
の
資
金
を
貸
付
け
る
こ
し
)
に

よ
っ
て
､
又
下
に
向
つ
て
は
中
小
の
僅
産
業
渚
や
商
人
に
融
通
を
な
す
こ
･･･J
に
よ
っ
て
.
重
文
郵
政
骨
の
隅
々
に

ま
で
'
完
重
な
る
支
配
網
を
は
-
週
ら
し
L
岩

内
樹
啓
金
融
機
関
が
官
紀
資
本
と
不
和
分
の
関
係
に
あ
る
こ
し′蒜

i

中
央
又
は
地
方
の
諸
政
府
に
た
い
す
る
貸
付
を
容
易
な
ら
し
め
Ll
の
で
あ
っ
て
､
こ
の
事
は
や
が
て
'
此
ら
の
諸

金
敵
機
閲
の
政
治
盛
典
と
な
っ
て
現
ほ
れ
た
｡
楊
教
授
の
『
上
海
金
融
組
織
概
要
』
は
､『囲
家
賦
税
丁
銀
亦
潰
籍
票

荘
以
資
把
注
･･････特
開
梢
例
於
是
掲
外
加
級
等
事
票
荘
可
代
東
韓
也
｡
甚
至
磨
宮
門
路
運
動
官
欠
票
荘
代
替

互
金

･い

代
演
引
進
也
』
と
晴
夫
に
於
け
る
こ
の
間
の
事
情
を
明
快
に
指
摘
し
て
ゐ
る
.
山
西
男
坂
は
'
そ
の
盛
時
に
お
い

で
は
､
か
-
の
加
-
f
園
の
政
治
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
が
､
他
方
で
は
勿
論
中
小
の
商
工
業
者
に
資
金
を
貸
付

け
'
又
か
ゝ
る
貸
付
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
も
の
を
'
自
己
の
支
配
下
に
置
-
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
.
更
に
進
ん

で
'
彼
ら
は
直
接
諸
生
産
業
例
へ
ば
茶
･綱
鍛
･生
林
･棉
布
･毛
皮
･姓
賃
等
の
経
馨
を
自
ら
行
ひ
'
そ
れ
ら
の
も
の

〔り1

ゝ
内
外
貿
易
を
殆
ん
ど
淘
占
す
る
こ
と
さ
へ
あ
っ
た
O
真
髄
が
清
室
の
滅
落
と
共
に
消
滅
し
'
そ
れ
に
代
っ
て
儲

茄
'
儲
舗
が
全
盛
を
寮
歌
し
て
ゐ
る
今
日
に
於
て
は
､
か
つ
て
禁
教
が
つ
と
め
た

一
切
の
仕
事
は
'
そ
の
ま
ゝ
儲

支
那
固
虎
経
蹄
序
説

第
三
十
四
馨

九
四
九

薬
大
波

T〇
七

16) 場蔭持氏 『上韓金融組織概要』90茸､展観十九年b商務印書館批
17J BureauofJzldustrJaland CommerclalJnf｡rrnatlOZ,;】T,id･ .925･No･326･

1928,No･I.北京政府樺蹄評論塵編､前端請､第ⅠⅠ9粛O



支
那
國
民
経
済
序
説

第
三
十
四
巻

九
五
〇

第
六
號

四
一
〇
八

荘

.
銭
舖

に
よ

っ
て
継
承

さ
れ

た
。
具
膿
的

に
い

へ
ば
、
銭
荘

・
銭
舖

は
金
融

機

關

で
あ

る
と

同
時

に
、
大
問

屋

で

も
あ

る
。
大

問

屋

で
あ

る
が
故

に
、
彼

ら

は
支

那
産
業

組

織

の
根
幹

を
な

す
手

工
業
的

小
生
産

業

の
組

織
者

と

し

て

の
任
務

を
自

ら
荷
負

ふ
て
る

一〇-。

農

業
部

門

に
於

け

る
金
融

機
關

と

し
て
、
吾

々
は
自

作
農

の
領
域

に
於

け

る
商

人
と

小
作
農

の
行

は

る

、
分

野

に
於
け

る
地
主

と

を
あ
げ

う

る
が

、
更

に
此

ら

二
者

の
上

に
君
臨

す

る
所

の
も

の
と
し

て
、
官
重

が
好

ん

で
投
資

,
す

る
當

舖

を
あ

げ

る

こ
と
が
出
來

る

で
あ
ら

う

。支

那
農

民

の
極

度

な

養

困
と
彼

ら
を
不

断

に
襲

ふ
.
時

に
は
人

爲

的
な
又

時

に
は
自

然

的
な
諸

種

の
災
鍋
と

は
、
此

ら

の
諸

金
融
業

者

を
し

て
高

利
貸

付
者

と
し

て
繁

茂

せ
し
む

る
廣

人

な

る
地

盤

を
提

供

す

る
の

で
あ
り

、
ま

た
農

村
家

内

工
業

の
並
旦
遍
的

存
在

は
、
此
ら

の
も

の

に
商
業

資

本

家

と

し

て

の
資
格

を
附

興

す

る
。

一
言

に
し

て

い

へ
ば

、
此

ら

の
農

村

金
融

業
者

は
、
農

民

へ
の
貸
付

を
通

じ

て
、

や
が

て
土
地

所
侑

者

と
な

り
、

そ

の
生
産
物

の
購

買
者

と

な

る
。
土

地

所
有
者

は

、
ま

た
時

と
共

に
高

利
貸

と
な

り
商

人

と

な

る
。
そ

れ
故

に
、
土
地

所
有
者

、
商

人
並

に
金
利
生
活

着

は
、
支
那

の
農

村

に
あ

っ
て
は
、
官
吏
資

本

を
統

一
者
と

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
常

に
三
身

一
膿

と

し

て
存
在

す

る
。

以

上

に
於

い
て
、
大
急

ぎ

に
支
那

肚
會

の
交

通

経
濟

に
た

い
す

る
官
吏
資

本

の
關

係
を

み
た
の

で
あ

る
が

、
総

括

す

れ
ば

か
う

で
あ

る
。
官

吏

資
本

は

、
直

接

に
は
大

土
地

所
有

者

と
な

り

、
大
規

模

の
製

造
業

者

・
商
人

・
金
融

業

者

と
な

っ
て
現

は
れ

て
、
此

ら
諸
産

業
部

門

の
直

接
的

経
管

を
行

ふ
が

、
自

己

の
直
接
的

経
螢

に
も

れ
た

も

の

の

り

に
謝
し
て
は
、
幾
多
の
内
國
諸
金
融
機
關
を
通
じ
て
間
接
の
統
制
を
行
ふ
て
る
る
。
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官
吏
資
本
の
基
礎
は
、
尨
大
な
る
人
民
の
存
在
と
支
那

.政
治

の
特
殊
機
能
に
基
く
官
吏
の
『中
鉋
』
と
で
あ

っ
て
、

そ
の
登
生
は
支
那
に
於
け
る
布
面
流
通
経
済
の
生
成
に
先
立

っ
て
は
み
る
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
か
く
て
生
成
し

た
官
吏
資
本
を
し
て
急
速

晟

長
せ
㌧
む
る
契
機
と
な
っ
た
も
の
は
、
宋
以
後

に
於
け
る
支
那
肚
會
経
済
の
交
換

集
散

よ
り
責

買
流
通

へ
の
登

展

で
は
あ

っ
た
が
、
然

し
官

吏
資

本

が
あ

ら
ゆ

る
諸

生
産
部
門

に
も
ぐ
り

込
ん

で
華

か
な

る
活

動

を
開

始

し

た

こ
と

は

、

一
切

の
諸

生
産
部

門

の
み
な

ら
す

、
爾

鯨

の
あ
ら
ゆ

る
杜
會

機
構

を
し

て
自

己

に
隷

囑

せ
し
む

る
こ
と

～
な
り

、
全
支

那
耐
會

の
維
濟

組
織

を

よ
り
高

き
登

展

の
段

階

へ
と
押

し
す

～
め
た
。

吾

々
は

こ

、
に
、
宋

以
後

に
於

け

る
商

品
生
産

の
躍

蓬
的

な
登
達

.
銀
錠

の

一
般

的
使

用

、
内

國
銀

行

の
猶
生

、

並

に
國

寡

財
政

へ
の
貨

幣
縛

濟

の
浸

入
…等
を

み
る
。
此

ら

の
基

礎

の
う

へ
に
立

っ
て
始

め

て
、
言
葉

の
嚴
密

な

る

意
味

に
於

け

る
商
業

資
本

の
生

成

と
驚
異

す

べ
き

そ
れ
が
螢
達

と

が
可
能

で
あ

っ
た

。
そ

れ
故

に
、
エ
ル
・
マ
デ

や

列般
贈
螺
慰
薦鱗
鰻
議
場賄
臨
執
器
彊
姓繍
鋤
鍋
響
鱒鞭
黙
軽
鬆

鰍

L
、高

利
貸
付
資

本

の

ア
ジ
ヤ
肚
會

及

ぼ
せ

・
影

響

の
下

に
饗

っ
て
ゐ
・
亨

一言

っ
て
ゐ

・
の
は
、
全

-
正
し

い
・

謡

然
し
乍
ら
、
支
那
肚
會
の
あ
ら
ゆ
る
気
孔
に
入
り
込
ん
で
不
断
の
活
躍
を
つ
ゴ
け
て
る
る
商
業
資
本
も
、
た
ゴ
官

い
い

妻

本
に
依
附
し
て
の
み
嚢

・
得
た
と
い
ふ
・
・
は
、

マ
デ
ャ
ル

氏
の
理
解
の
遙
か
彼
方
揺

は

つ
て
み
る
・
踏

以
上

の
意

味

に
於

い
て
、
私

は
、
宋
以
後

の
支

那
肚
會

経
濟

を
所
謂

商
業
資

本
主
義

の
系
統

と
秩
序

と
を
保

つ

L
L

て
み

る
と
呼

ぶ
の
で
あ

る
が

、

か
く

の
如

き
経

濟

秩
序

の
下

に
、
支

那
肚
會

は

、
宋

か
ら
清

末

に
い
た

る
約

一
千

⑳
飢

.

支
那
国
民
経
済
序
説

第
三
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支
那
国
民
経
済
序
説

第
三
十
四
巻

九
五
二

第
六
號

一
一、0

、年

の
あ

ひ
だ

、
揺

ぎ

な

き
中

華

の
帝

国

と
し

て

ほ

ゴ
同

一
の
状

態

に
と

ゴ
ま
り
限

り

な
き
反
覆

を
く
り

か

へ
し

て

み
た

。
然

る

に
,
清
末

の
五

口
開
港

は
、

こ
の
状
態

に
部

分
的

攣
化

を
あ

た

へ
て
、
從
求

み
ら

れ
な

か

っ
た
新

な

る
生
産

系
統

が
之

に
入
り
込

む

こ
と

、
な

っ
た

。

そ

こ
で
私

は
、

こ

、
に
二

つ
の
解
答

す

べ
き
問

題

に
ぶ
ち
當

る
。

す

な
は
ち

、
第

一
は

一
千

年
も

の
長

き
期

間

を
経
過

し

つ

、
も
、
何
故

に
こ
の
商

業

資
本
杜
會

が

、
自

ら
産

業

資

本

肚
會

に
轄

じ
得

な

か

っ
た

か
の
問

題

で
あ

り

、
第

二
は
、
清

末
以
後

に
於

け

る
支

那
　凪
曾

経
済

の
他
動
的

・
部
分

的

資
本

主
義

化

は
、
従
来

の
官

吏
資

本

に
如

何

な

る
影
響

を

及

ぼ
し
た

か

の
問
題

で
あ

る
。
私

は

こ

～
で
、
此

ら

の
諸
問

題

に
詳
細

な

"心
咎
覆
撫

な
す

鯨
欝

撫
養

流
な

い
か
ら

、
九

"、
簡
軍

"
、
提

鵡

さ
れ
六
跳

ら

の
問
題

に

ふ
れ

跳

f

る
の
外

は
な

い
。
第

一
の
問

題

を
と

く
鍵

は
、
私

に
あ

っ
て

は
、
支

那

の
國
家

が

そ

の
肚
會

と
遅

く
と

も
階

以
後

切

幾
量

的
奉

行
墾

描
き
つ
美

々
窪

し
た
と
い
ふ
こ
と
・
換
言
す
れ
ば
・
支
那
の
肚
會
経
鷺

が
支
那
政

購

22

前

治

の
粗
放
的

.
徳

治
的
統

一
の
綱

の
目

か
ら
逸

脱

し
た
ま

～
猫

自

の
登

達

を
と
げ

鵡
ど

い
ふ
鮎

に
あ

る
。
惟

ふ
に

刻

近
代
国

民
経

濟

の
完

成

に
當

っ
て
決

定
的

に
重

要

な

る
役
割

を
演

ず

る

も

の
は
、
近

代
国
家

の
成

立
と
そ

の
意

識

嚇

的
嘉

的
統

奮

で
　

が
、か
・
・
近
代
聚

の
統

奮

は
、
援
護

家
に
於
　

近
代
國
民
経
濟
の

.
麟

樹
立
に
は
特

に
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

肢

第
二
の
問
讐

た
い
す
・
私
の
答
は
か
う
で
あ
る
・
支
那
長

け
藷

肇

部
門
の
部
分
的
な
近
代
化
は
・
官

駈　

吏
資

本

の
存
在

を
覆

さ
な

か

っ
た
の

み

で
な

く
、
却

っ
て
こ

の
も

の

～
助
力

を
必
要

と
し
た
と

い

ふ
こ
と

で
あ

る
。

作刎

例

へ
ば

、
梁

土

飴

の
交

通

機
關

に
た

い
す

る
、
又
熊

希
齢

の
中
國
質

業
銀

行

に
於
け

る
關
係

を

み
よ
。
.更

に
張
學



良

の
遼
寧
紡
紗
廠
や
純
益
繰
織
公
司
に
た
い
す
る
投
資
を
思

へ
。

一
言
で
い
へ
ば
、
官
吏
資
本
は
自
ら
猫
立
し
て

か
、
そ
れ
と
も
外
国
資
本
或
は
買
辨
資
本
と
相
提
携
し
て
か
、
と
も
か
く
そ
の
何
れ
か
の
形

に
お
い
て
、
資
本
主
義

化

せ
・
支
那
國
民
纒
饗

分
野
に
も
依
然
と
し
て
重
要
な
荏

務
を
?

し
て
み
る
・
從
っ
て
・
こ
の
事
の
羅

な
く
し
て
は
、
廓
大
な
る
前
資
本
主
義
的
経
済
交
通
の
秩
序
の
中
に
、
極
め
て
弱

い
幾
條
か
の
線
を
描
き
つ
渓

縦
横
に
走
っ
て
み
る
資
本
主
義
的
経
済
秩
序
の
基
本
的
な
特
質
を
把
握
し
え
な
い
で
あ
ら
う
。

四
、
答

覆

と

批

判

以
吉

於

て
、
泓
は
、
支
誕

會
の
隅
々
量

で
葉
-

・
菱

通
経
濟
が
、
蔓

資
本
を
最
高
の
統

郵

と

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
完
全

な

る
有

機
的
膿

制

を
な
し

て
を
り
、

こ
の
有
機
的

膿

制

の
あ

ら

ゆ

る
結

び

目
を
潜

っ
て
、

商
業

資

本

が
華

々
し

い
活

動

を
な

し

て
み

る
事

を
見

た
。

こ

の
意
味

に

お
い
て
、

宋

以
後

一
千

年

の
支
那
肚

會

経

濟
を
商

業

資
本

の
秩
序

下

に
在

る
と
呼

び
う

る

こ
と

も
亦

、
す

で

に
述

べ
た
。
然

る
に
、
支

那
肚

會

の
交

通

経

濟

を
商

業

資
本

の
系
統

と
秩
序

と

の
下

に
あ

る
と
見

る
こ
と

に
謝

し
て
は
、

マ
ル
ク

ス
主

義
左

翼

の
理

論
家

達

か

ら

、
全

く
破
壊

的

な
且

つ
分
析
的

な
論
難

が
痛
烈

に
浴

び

せ
か
け

ら
れ

て
み

る
。
從

っ
て
、
私

が
以

上

の
見
解
を

固

執

す

る
た
め

に
は
、
私

は

雇

こ
れ
ら

の
諸

批
判

に
た

い
し

て
答

覆

し
な

け

れ
ば

な
ら

ぬ
義
務

を
負

ふ
・

.七
粍、
で
先

づ
、
此

ら

の
理
論
家
達

が

、
如
何

な

・
根
讐

立

っ
て
、
如

何
な

・
も

の
を
塒

の
劃
象

と
す

る
か

を

み
な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
が

、
彼

ら

が
立

つ
論
擦

は
言

ふ
迄

も
な

く
商

業

資
本

に
關

す

る

マ
川
ク

ス
の
見
解

で
あ

る
。

支
那
國
民
経
済
序
説

第
三
+
四
谷

九
五
三

第
六
號
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支
那
国
民
鰹
埼
序
説

第

三
十
円
巷

九
五
四

埜

ハ
境

1
1
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従
っ
て
､
マ

ル

ク
ス
の
商
業
資
本
理
論
を
先
づ
瞥
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
､
マ
ル

ク
ス
の
見
解
は
､
か
う
で
あ

る
.
商
業
資
本
と
は
､
い
ふ
迄
も
な
-
曹

蒜

迫
を
取
-
扱
ふ
こ

と
を
任
務
と
す
る
資
本
が
,
特
殊
な
流
通
負
婚

者
の
手
に
集
中
せ
ら
れ
て
狗
立
L
Ll資
本
窒

息
味
す
る
の
で
あ
.る
rO
か
-
の
如
き
商
業
資
本
は
･
資
本
主
務
牡
骨

に
あ
つ
て
は
､
単
な
る
産
業
資
本
の
再
生
産
行
程
で
あ
-
､
且
つ
そ
の
線
生
産
過
程
の

7
階
段
で
あ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
が
､
然
ら
ば
､
前
資
本
壬
蒔
赴
骨
に
於
T
は
如
何
｡
マ
ル

ク
ス
は
此
の
問
題
に
答

へ
て
'『
古
代
世
界
に

於
で
は
.
商
業
の
作
用
と
商
人
資
本
の
懸
軍

と
は
i
常
に
奴
隷
経
滑
に
結
礁
し
悠

放
た
起
臥
の
如
何
に

よ
㌘
-

は
､
直
接
的
生
活
資
料
の
生
産
を
日
常
と
せ
る

1
つ
の
家
父
長
的
奴
隷
制
度
を
ば
'
静
剰
債
低
の
生
産
を
日
管
と

せ
る

1
つ
の
家
父
長
的
奴
隷
制
度
に
晦
化
す
る
と

い
ふ
に
過
ぎ
ね
こ
と
も
あ
っ
た
O
近
代
世
界
に
於
で
は
,
そ
れ

が
資
本
制
生
産
に
結
束
し
て
行
と

そ
こ
で
'
此
ら
の
諸
結
果
そ
の
も
の
は
･
商
人
資
本
の
馨
蓮
と
は
全
-
別
個

の
諸
事
情
に
三

で
制
約
さ
れ
i1
も
の

だと
い
ふ
こ
と
に
な
る
.d』
と
言
っ
て
い
る
O

ドブ
;

冒

-
の
言
某
を

か
-
て
い
へ
ば
'
資
本
前
期
に
在
っ
て
も
'
狗
立
の
そ
し
て
支
配
的
な
資
本
と
し
て
の
商
業
資
本
は
,
如
何
な
る

種
類
の
生
産
方
法
の
基
礎
の
上
に
も
費
生
し
う
る
か
ら
･
そ
れ
は
特
に
福

の
特
定
な
生
産
方
法
と
結
び
つ
い
て

;?

ゐ
な
い
C
す
な
は
ち
商
業
資
本
は
'
そ
れ
自
腹
と
し
て
､
何
ら
そ
れ
特
有
の
生
産
赴
骨
を
構
成
し
得
な
い
の
で
あ

っ
て
'
つ
ね
に
生
産
白
鰭
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
然
し
乍
ら
'
封
建
赦
骨
の
末
期
と
資
本
主
義
赴

骨
の
前
期
と
の
中
間
に
於
い
て
､
こ
の
反
対
の
事
賃
を
認
め
う
る
が
･
そ
れ
は
飽
-
迄
も
例
外
的
な
且
つ

蒜

的

な
現
象
で
あ
っ
て
'
如
上
の

7
殻
的
原
理
を
否
定
す
る
こ
と
～
は
掛
ら
ぬ
｡
靖
業
資
本
は
,
か
-
て
､

壷

の
生

I) K･Marx,DasXapital.Bd.ITI.Ht.Z･Hrsg･V(,nlT･Engels.S.2501
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産
方
法
に
常
に
依
探
し
て
の
み
存
在
し
う
る
｡
然
し
乍
ら
商
業
資
本
が
蕉
き
生
産
祉
骨
に
働
き
か
け
'
そ
れ
に
何

ら
か
の
解
膿
作
用
密
及
ぼ
し
待
な
い
と
考

へ
る
こ
と
は
ー
マ

ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
決
定
的
な
誤
謬
を
犯
す
も
の
で
あ

ら
.
そ
れ
故
.i
資
本
論
は

『
商
業
は
享
楽
及
び
生
活
を
'
生
産
物
の
直
接
の
作
用
よ
り
も
'
む
し
ろ
版
責
に
か
ゝ

ら
し
め
t
か
-
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'生
産
を
益
々
交
換
僧
侶
の
下
に
従
属
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
｡
こ
れ
が
た
め
に

萄
雄
の
諸
関
係
は
分
解
さ
る
ゝ
,lgn
と
明
白
に
か
い
て
ゐ
る
0
然
し
乍
ら
'
こ
の
解
腰
作
用
に
は
商
業
資
本
自
膿
の
.

本
質
か
ら
締
結
せ
ら
る
､
必
然
的
な

一
定
の
限
度
の
存
す
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
】S

以
止
は
商
業
資
本
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
の
見
解
の
職
廓
で
あ
る
が
'
こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
の
見
解
で
あ
る
が
故
に
'

克
郷
楓
民
樫
勝
の
研
究
に
従
事
㌻
る
マ

ル

ク

花
艦
載
左
翼
の
槻
諭
衆
津
が
佑
Tり
ii
依
推
す
-･11.,別

の誹
軍
で
も
あ
る
｡

か
～
る
理
論
に
た
っ
て
､
此
ら
の
諸
家
は
'

支
那
の
敢
倉
経
済
が
早
-
か
ら
所
謂
商
業
資
本
主
義
の
統
制
下
に
あ

る
と
す
る
見
解
に
L1
い
し
て
'

『
紀
元
前
六
〇
〇
年
よ
-
･-
-
･･･商
品
生
産
及
び
商
業
資
本
の
馨
達
に
よ
-
馨
蓮

S

を
蒐
頼
し
た
』
る
如
き
『
奇
怪
な
る
融
合
』
は
あ
-
得
な
い
と
批
判
し
'
も
し
あ
-
う
る
と
す
れ
ば
'
そ
れ
は
『
恰
も

孫
悟
峯
の
血
-
に
､

1
飛
び
十
寓
八
千
里
の
峯
馳
け
る
術
を
骨
得
し
て
ゐ
る
』
所
の
神
秘
難
測
の
魔
物
と
し
て
の

L?

み
存
在
す
る
と
非
難
す
る
が
､
か
-
非
難
す
る
そ
れ
ら
の
諸
家
は
'
で
は
'
如
上
の
理
論
を
'
支
那
国
民
経
済
な

る
現
賓
憶
に
即
し
て
'
如
何
ヤ言

具
髄
的
内
容
の
も
の
と
し
て
把
握
す
る
か
.
換
言
す
れ
ば
'
そ
れ
ら
の
諸
家
が
､

商
業
資
本
主
義
説
を
否
定
し
て
'
直
裁
に
卦
建
託
を
主
張
す
る
具
髄
的
根
操
を
な
す
も
の
は
何
で
あ
る
か
｡

列
車
的
に
い
へ
ば
'
第

一
は
支
那
の
農
業
に
附
随
す
る
幾
多
の
封
建
性
で
あ
る
O
次
は
'
す
で
に
ふ
れ
た
る
如

支
那
鍋
原
控
埼
序
説

第
三
十
四
番

九
五
五

第
大
鋸

Z
≡

4) K Marx,a･a･0･S･3141
5) 7く･Ma,I,a･a,O･S.3Ⅰ6.
6) 陶氏 『中固融骨の封適性』6g貢､前掲誌,
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支
那
国
民
経
済
序
説

第
三
十
四
巷

九
五
六

第
六
號

一
一
凹

く
、
原

則
外

の
も

の
と
し

て

、
商

業
が
生
産

を
支
配

す

る
の
時

期

は

,
家

内

工
業

の
繁
榮
時

代

で
あ

る
が
、

こ

の

時

代

に
於

け

る
特

徴
的

な
諸

現
象

は
支

那

に
存
在

し
な

い
と

い

ふ
こ
と

で
あ

る
。
具

膿
的

に

い

へ
ば

、
家

内

工
業

の
繁

榮

時
代

は
、
同

時

に
ま

た
重
商
主

義

の
時
代

で
あ

る
。
然

る
に
重
商

主
義

時
代

は
、
重
商
主

義

な

る
表

現
が

そ

の
當
然

の
内
容

と

し

て
包
含

す

る
軽
震

重
商

の
時
代

で
あ

り
、
ま

た
中

世
都
市

に
蠕
居

し

て
み
た

ギ

ル
ド
組

織

の
解

膿
時
代

で
は
あ

り

、
更

に
貨

幣

の
統

一
時

代

で
あ

る
。
此

ら

の
諸

現
象

が
存
在

し
な

い
と
す

れ
ば

、
商

業
資

本

の
支
配

な

る
事

實
を

認
定

す

る

に
由

も
な

い
が

、
支

那

に
在

っ
て

は
、
事

態

は
正

に
逆

で
あ

る
。
支

那

二
於
ゲ

,

9
1

■
I
I

「
F

「
1

顧
.

「

「
一
一
ノ

籍

一
ノ

ζ

る

こ
↓

迎
車

σ
須
珍
.堵

カ

一
賀

し

て
尭

悔

せ
る
蛋

族
長
政
策

は
、
重
農

貴
.粟

の
政
策

、
す
な

は
ち
輕
商

職

工

の
政

策

で
あ

っ
た

し

、
ま
た
今

な

ほ
支
那

肚
會

の
重
要

な

る
統
制

力

と
な

っ
て
み

る
も

の

は
、
揺

ぎ
な

き
且

つ
普

遍
的

な

ギ

ル
ー3

の
存

在

で
あ

る
。
ま

た
、
貨

幣
制

度

に
何
ら

の
統

一
も
な

く
、
各
種

の
實

質
的

・地

方
的

・排

他

的
貨

幣

が
雑
然

と

し

て
流
布

す

る

、
そ

れ
故

に
、
現
實

に
於

け

る
支

那
杜
會

の
交

植
経
済

は

、
未

だ
封

建
的

経
濟

秩

序

に

支

配

さ
れ

て

み

る
と

の
結

論

に
此

ら

の
諸
家

は

到
達

す

る
。

受

こ

で
以

上

の
見
解

に
濁

し
て

一
悉

の
吟
味

を
試

み
ね
ば

な

ら

躍
が

、
第

一
の
貼

に

つ
い
て
は
、

す

で

に
簡
軍

に
私
見

を

の
.べ
た

。
從

っ

て
、

こ

～
で
は
第

二

の
貼

に

つ
い
て
の
み
取

扱

ふ
こ
と

に
す
る
が

、
然

し
第

二
に
属

す

る
問
題

の
す

べ
て
を
詳
細

に
取

り
扱

ふ
こ
と
も

、
到
底

い
ま

の
場

合

私

の
な

し

う

る
所

で
は
な

い
。

そ

れ
ゆ

え

に
、

便
宜

上

こ

～
で
は
吟
味

の
範
園

を
、

た
だ
重
商

主
義

政
策

と
ギ

ル
ー3
組

織

に
の

み
限

る
こ
と

、
し

て
、
此

ら

二

つ

の

ロ

に

つ
い
て
簡

軍

な

る
私

見
を

の

べ
、
併

せ
て
そ

れ
ら

の
諸
家

の
批
判
乃

至

論
難

に
答

へ
る

で
あ
ら

う
。

鷹1繋謙 難轟響夢灘藩 難芳藁墾



ま
つ
藩

義

盗

に
3

τ
ゴ
あ
・
が
、
商
妻

奎

詳

代
の
歴
轟

轟

釜

商
嚢

餐

に
あ
る
と

い
ふ
.、
と
、
並
に
支
那
に
有
罪

そ
の
明
白
な
萎

を
展
開
し
始
め
て
か

ら
、
含

に
い
た
・
ま
で
か
つ
て

震

、
藩

主
義
肇

の
行
は
れ
た
.」
・
が
な
い
・
云
ふ
事
は
、
・
れ
ら
の
理
論
家
等
の
藷

せ
ら
ξ

導

で
あ
る
・

從

っ
て
、
私
が
蚕

後

手

年
の
長
ぎ
に
亙
っ
て
、
支
那
の
肚
會
舞

を
支
配
芸

も
の
は
・
商
業
栗

で
あ

っ

た
主

張
す
る
.」
、
は
、
極
め
て
明
撃

・
矛
盾
な
・
か
覚

ゆ
・
・
然
・
乍

ら
・
私
に
は
・
支
那
審

の
交
通

舞

が
宋
以
後
葺

流
通
の
系
統
と
秩
序
に
い
返

染

商
萎

本
の
支
配
を

・
け
つ
・
も
盃

ほ
書

生
護

ド
おロ
ト

ル

ユ

ル

り
く

ノ

課

を

健
験

し

た

こ
と
が
な

い
と

云

ふ
こ
と

は
、
何
ら

の
矛
盾

も
な

く
合

理
的

に
把
握

せ
ら

る

、
。
何
故

に
か
。

欝

に
、宍

・毒

奮

・
-
・
・
藷

轡

亜
聖

義
肇

の
欝

奇

襲

ら
し
め
ま
た
必
然
た
ら
し
め

基

本
的
構

は
、
從
來
全
図
の
各
地
に
夫
々
孤
老

て
奮

・
て
る
蓮

多
の
領
域
内
に
胆

・
こ
め
ら
れ
て
夫

々
橘

別
的
姦

艇
覆

し
つ
誘

つ
准

何
の
楚

維
溌
が
、
更
に
高
度
の
餐

を
な
す

こ
と
に
よ
つ
で
・
金

頭

土

の
鵤

々
に
ま

で
亭
、
の
範

囲

を
蟹
太

し
κ

κ
め
、
逮

に
全
国

民
的

な
規

模

に
お

い
て
、竺

的

な
系
統

と
秩
序

を

具
備

す

る

に
い
た

っ
た
と
云

ふ
事

で
あ

る
,
肚
會
経

済

は
相
互
経

済

で
あ

る
が
故

に
、
本
質

的

に
自

ら

を
統
制

す

る
能
力

を
も

つ
て
み

な

い
。
從

っ
て
、
こ

の
も

の

、
交
通

範
園

が

、
全
困

民
的
規

模

を
具

ふ
る

に

い
た

っ
た
後

に
於

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
て
は
、
従
来

の
薄

弱
な

る
統
制
力

に
か

ふ
る

に
よ
り
強
力

な

よ
り
組
織

的
な
統

制
者

を
必
要

と
す

る
。

か
く
の

ヘ

ヘ

ヘ

へ

如

き

よ
り
強
力

な
よ

り
組

織
的

な
統
制

は
、
然

し

な
が

ら

、
中

央

集
権
国
家

の
成
立

に
よ

っ
て

の
み
可

能

で
あ

る

が

、
重
商

主
義

政
.策

の
名

を
も

つ
て
呼
ば

る

、
も

の

～
本

質

は
、
ま

さ
し

く
、
肚
會
経

済

に
た

い
す

る
近

世
國
家

支
那
國
民
経
濟
序
説

第

三
十
四
巻

九
五
七

第
六
號

一
一
五
9

・)G.Sclimoller,Das
ischeterritorialeand
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支
那
國
民
経
済
序
説

第
三
十
四
巻

九
五
八

第
六
號

一
一
六
.

の
張
.力
的

な
且

つ
組

織

的
な
統

一
作
用

の
中

に
横

は

つ
て
み

る
σ

近

世
国
家

の

か

～
る
統

一
作
用

は
、
内

に
あ

っ

て
は
都
市

.
地
方

.
階
級
會

議

等

の
如

き
古

い
諸

政
策

に
謝

す

る
抗
争

と
そ

の
勝

利

と
な

っ
て
現
鳳
れ

、
ま

た
貨

幣

・

度

量
衡

.
交
通

の
全
國

的
統

一
と
し

て
勝
利
を
博

し
た

の

で
あ

り
、
外

に
野

し

て
は
、
植

民
地

の
熱
狂
的

な
獲

得
、

保

護
關

税

の
設

立
、
航
海

條

例

の
襲
布

等

と
し

て
姿

を
表

は

し

か
。

以

上
は
十

⊥
ハ
・
七

世
紀

の
欧
洲

に
行

は
れ

た
重
商
主
義

政

策

に
關

す

る

一
般

的

な
規
定

で
あ

る
が
、
支
.那

に
あ

ろ

て
は
、然
る
に
、事
情
は
全
皮

封
で
あ
っ
た
。
支
那
砒
會

・
於
け
る
相
互
舞

が
禽

民
的
な
系
統
と
秩
序
と

の
リミ

むロ

ノ
リ
リヘノ
ヒ
あ

ぬ

エ

ほ

る

妻

朝

し

ナ

σ
・に

す

で

に

去
れ

た

る
丸

く

、
陵

.
窟

を

経

て
宋

に

い
た

る
迄

で
あ

っ
た

。

ま

た
秦

以

後

に
於

け

る
中

央

集

権

的

傾

向

と

地

方

分

権

的

傾

向

と

の
矛

盾

の
う

へ
に
構

成

さ

れ

て

み

た
封

建

政

治

が

.
軍

一
な

る
近

世

國

家

の
中

央

集

権

仁
ま

で
統

一
せ

ら

れ

た

の
も

や

は

り

宋

で
あ

っ
た

。
然

る

に

、
こ

の
爾

者

の
成

立

に
は

、
そ

の
間

に
殆
ん
ど
何
ら
の
有
矯

關
連
が
窪

し
な
か
っ
た
と
云
ひ
　
る
。
ま
つ
肚
蓬

警

つ
い
て
み
れ
ば
・
支
謹

會
の
交
通
経
済
が
孤
立
的
な
地
方
分
散
の
状
態
か
ら
、
統

一
的
な
全
國
流
通

に
ま
で
登
展
し
鑛
大
す
る
に
至
っ
た

後
も
.
そ
れ
畠

の
力
に
よ
っ
て
濁
立
の
蓬

を
な
し
　
る
能
力
を
も
つ
て
み
た
。
何
故
か
・
そ
の
原
因
は
大
掴

み
に

『
支
那
唱

を
載
せ
て
み
る
地
物
の
状
態
・
支
那
民
族
の
書

生
活
と
、
支
饗

族
・
そ
の
四
團
の
諸
援

と

の
交
渉

關
係
』

に
求
む

る
こ
と
が
出

来

る
で
あ
ら
う

。

支
那
民
族
が
始
め
か
ら
天
恵
多
き
富
源
と
自
然
の
交
通
路
に
よ

ρ
て
そ
の
物
産
を
容
易
に
蓋

し
う
る
如
き
廣

　

大
な
桑

原
に
書

蓬

て
た
・、
と
は
、
自
然
的
畠

の
経
済
.組
織
の
建
設
を
可
襲

ら
し
盈

の
渇

　

ま

10)G・Schmoller,a・a.O.S.S ,42-3,
.II)G .Schmoller,a.a .O.$.3.47-8.
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た
支
那
民
族

の
肚
會
生
活
が
、
相
互

に
依
頼
す
る
所
の
信
義
と
慣
習
と
を
そ
の
出
登
熟
と
し
て
み
た
こ

と
は
・
彼

ら

の
肚
會
生
活
の
規
律
者
と
し
て
国
家
の
政
策
を
決
し
℃
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
㎝

か
く
て
、
支
那
の
祀
會
経
済
が
そ
れ
自
ら
を
意
識
す
る
迄

に
登
達
し
た
時
に
、
す
で
に
先
天
的
に
自

ら
を
統
制

す

。.
カ

を
も

っ
て
み
た

の

で
あ

る
が

、
.
か

碁

自

律
的
統
制

は
、
彼

ら

の
西
園

に
彼

ら
と
翌

し
馨

す

る
如

き

優

秀

な

る
外

民
族

の
存

在
し

な

か

っ
た
事

に
よ

っ
て
更

に
強

め
ら

れ
た

。
十

六

・
七
世

紀

に

お
け

る

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

諸
因
の
熱
烈
な
・
舞

進
出
は
、
内
部
に
於
け
・
書

舞

の
肇

的
妻

達
蕎

ら
し
た
必
然
の
藁

で
あ
っ

こ

ニ
ま

み

も
も

し

し

コ
ラ

ナ

ト

　のコき
　
ぜ

ノ

ミ

ミ
レ　

ア

～

し

し

♂

そ
.す

彦

σ

坐

夕

超

艮

と

そ

脈

に
伺

ふ
探

測

な

諸

国

家

間

の

競

箏

が

、

反

封

に

肚

會

纒

濟

に

た

い

す

る

越

尿

の

在

内

蘭

統

制

薯

盆

な
強

固

な

ら

し

め

た

事

も

事

鷺

で

あ

っ

九

。

鴨

都

・
玉

虻

邦

吐

聾

ハ
「藥

軒

購

読

・戸

"

ノ
コ

　
　

コ　
ロコ
フ
ロの

づ
ロ
く
ま

　

　

ま
　
え

　

慮

の
完

成

を

み
壽

代

に
至

っ
て
も
、

そ
れ
が

も
　
豊

な

・
富

源
生
産

力

の
故

に
・
自
ら

求

め
て
外

に
進

出
す

る

の
要

は
な

か

っ
た
の

で
あ
り

、
ま

た
初
期

の
渕

外
通
商

が
他
動
的

に
開

か
れ

た
後

に
於

て
も

■
彼
ら

に
比
敵

す

る

優
れ
た
・
馨

者
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
・
が
、
此
ら
の
事
は
、
支
那
國
家
を
し
て
益

々
馨

経
饗

努

な

か

つ
組

織
的

な
保
護

や
統
制

を
加

は

ふ
る
除

地
を

な
か

ら
し

め
た
有
力

な

一
因
と

な

っ
た

。

以

上

の
諸
事

情

が
主

要
な

る
原
因

と
な

っ
て
、
支
那

で

は
欧
洲

諸
因

に
か

つ
て
見
ら

れ
た
如

き
重
商

主
義

政
策

の
出

現
が
不
可
能

で
も
あ

り
、
叉

不
必
要

で
も
あ

っ
た
が

、
此

の
こ
と

は
、
支

那

の
中
央
集
権
國
家

の
成

立
過
程

と

そ

の
政
治

の
本
質

を

み

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
更

に
明
白

に
理
解

さ

る

～
で
あ

ら
う

。
支

那
國
家

の
近
世

的
統

一

が
、

ほ

ゴ
完

成

し
た

の
は
宋

の
建

国

に
於

て

ゴ
あ

っ
た
事

は
既

に
み
た

し

、
又

こ
の
近
世

中
央

集
権

国
家

の
成

立

支
那
国
民
経
済
窺

第
三
+
馨

圭

九

第
六
號

=

七

.
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嘉

國
民
蕩

窺

、

第
三
+
器

九
六
。

菱

ハ號

=

八

に
は
、

か

つ
て

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
國
家

の
経

験

し
た

る
如

き
抗
争

乃
至

紛
騨

の
件

は
な

か

っ
た

こ
と

も
既

に
述

べ
た

。

か
く
支
那
の
近
世
国
家
成
立
の
過
程
齪

洲
諸
国
に
於
け
…

れ
と
は
異
・
・
と
が
董

荷
主
護

策
の
支
那

に

璽

し
得
な
か
っ
た

菌

で
あ
る
・、
と
は
、
す
で
規

定
し
た
・
如
垂

聖

護

策
の
本
質
か
ら
み
て
・
蒸

な

こ
と

で
あ

ら
う
。
然

し
乍

ら
更

に
重
要

な

る

こ
と

は
、

か

く
支

那
国
家

の
近
世

的
統

一
が

そ
、れ
特

有

の
も
の

で

あ

っ
た
と
云
ふ
.、
と
や
、
す
で
晟

立
せ
・
国
家
が
謝
外
的

荷

ら
張
力
な
・
経
済
的
肇

を
と
る
必
要
に
迫
ら

れ

な
か
(.
た
と
い
棄

は
、
既
に
み
た
・
如
隻

那
肚
會
経
済
が
本
質
的
麓

性
と
し
て

も

つ
先
天
的
自
己
統
制

力
と
共

に
、
燕

肇

の
纏

的
な
籠

、催
し
て
盆
ル
消
奮

な
ら
し
め
を

い
ふ
・
・
で
あ

・
.
換
言
す
れ
ば
、

識

周
公
の
丘.
に
か

へ
ら
ん
.、
と
は
支
那
政
治
の
書

理
想
で
あ
・
が
、
か
-
徳
治
主
義
を
本
質
と
す
・
支
那
國
家
は
・

期

難

難

賄郵

樹勢

纒
難糠
籍

鶴

耀

鐸
煉
切
簾

s
瓦
唄

に
横

は

つ

て

み

る
。

ロ

お
り

以
上
に
お
い
て
支
那
の
肚
曾
舞

が
、
所
謂
商
萎

奎

義
の
階
程
に
ふ
み
入
つ
養

に
於
て
も
、
重
商
圭
義

熱

簗

簸

萎

警

駆誕
鐘
無

難
灘
遷
御
熱

国
家
の
階
級
的
肇

で
あ
る
と
乞

磐

、
い
つ
迄
も
?

考

へ
か
重

・
人
々
に
は
支
那
重

商
主
義
肇

の

α
業

窪

し
な
い
.Σ

は
、
伺
蒔
に
支
那
掴
民
経
済
の
古
代
性
を
壽

す
倉

役
立
つ
で
は
あ
ら
う
・
蒸

し
そ
の
限

叫
巧
而



り
、
支

那
国
民

経
済

の
本

質
的

理
解

は
、

そ
れ
ら

の
人

々
か
ら
遙

か

に
か

け
離

れ

て
存
在

す

る
で
も
あ
ら

う
・

次
に
、
支
那
に
於
け
る
ギ

峯

に
進
む
.」
ミ

す
・
。
支
那
の
ギ
峯

と
し
て
は
、
舞

に
あ
る
同
響

の
組

織
す
。
會
舘
と
、
同
業
者
の
結
成
せ
奥

所
普

前
二
者
の
要
素
を
團
結
の
茱

と
す
・
琶

を
あ
げ
ら
る
・
此

ら
.の
所
謂
行
會
制
度
の
起
源
に
關
し
て
は
、
未
だ
信
頼
す
る
に
足
・
文
献
は
窪

し
な
い
が
・
大
警

お
い
て
・

公
所
の
先
薯

と
し
て
の
「
行
』
は
、
そ
の
起
源
を
階
代

に
ま
で
響

う
る
ぜ

し
、
現
在
の
形
に
於
け

る
會
髪

び
公
所
の
塞

は
、
そ
誕
　

も
遙
か
に
後

の
・
と
で
あ
っ
て
、
大
膳

末
清
初
の
世
に
あ

　

と
竺

磐

承

認
せ
ら
.⇔
～
所
で
あ
ら
.隔
.
・で
し
て
、
砦

の
行
篇

度
が
現
在
支
那
の
到
る
所
に
存
在
す

る
の
み
で
な
く
・
そ

れ
ら

の
も

の
が
中

世
厭

洲
諸
因

に
見

ら

れ
た

ギ

ル
ド
と
全

く
同

一
の
組

織

を
も
ち

、
同

一
の
肚
會

的

・
経
濟

的
職
能

を
途
行
し
つ
・
φ

る
.」
と
は
、
掩
ひ
誓

書

で
あ
・
が
、
・
の
事
實
は
、
直
ち
三

部
の

多

ク

至

義
者

を

し
て
、
支
那
祀
會
の
交
通
舞

の
封
建
説
に
導

有
力
な
根
慷
の

;

と
な
っ
て
ゐ
瓠
・

す
で
に
ふ
れ
た
る
聖

、
肚
會
團
膿
と
い
ふ
相
互
組
謹

の
上
蕪

農

げ
ら
れ
て
る
る
交
轟

濟
は
・
本
質

的

旨

ら
を
統

一
す
る
能
力
を
も
つ
て
み
な
い
。
從

っ
て
、
肚
會
舞

が
、
そ
れ
を
慶

す
・
各
纒

濟

の
相
互

交
誉

よ
つ
葵

生
す
・
と
同
時
に
、
自
ら
の
規
制
者
を
他

に
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
・
此
の
必
要

を
充

す

も

の
と

し

て
最

初

に
現

は
れ
た
も

の
は

、
ギ

ル
ド

で
あ

っ
た

,
從

っ
て
、

ギ

ル
ド

は
純
然

た

る
肚
會
制

度

の

一
つ
で
あ

る
と
言

ひ

う

る
が

、

か

、
る
本
質

を
有

す

る
ギ

ル
ド

は
、
肚
會

経
済

が
な

ほ
全
國
的

な
統

一
を
な

さ

す

に
狭
小

な
幾
多

の
領
域

に
於

い
て
夫

々
孤

立

し

て
存
在

し

て
み
た
時
代

に
在

っ
て
は
、
充

分
自

ら
荷

負

ふ
役
割

支
那
國
民
経
濟
序
説

第
三
+
饗

九
六

一

第
六
號

=

九
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支
那
国
民
経
濟
嚢

第
三
+
四
巻

九
六
二

第
六
號

一
二

。

を
芒

得
た
の
で
あ

っ
た
。
然

る
に
、
肚
會
経
済
が
自
ら
の
蓬

の
結
果
、
楽

な
・
領
域
を
越
え
て
禽

的
範

園
に
ま
で
葵

す
る
に
至
・
時
は
、
從
來
そ
れ
の
規
響

と
し
て
垂

な
・
役
割
を
演
じ
つ

、
♪の
っ
た
ズ

ド
は
痴

も
は
や
そ
の
任
に
堪

へ
な
表

・
。
換
言
す
れ
ば
、
肚
會
経
饗

、
ギ
ル
・
の
菊

に
代
ふ
る
に
・
国
家
の
ボ

異

な
る
且

つ
組
織
的
な
統
制
を
必
要
・
す
・
。
・
の
国
家
の
計
劃
的
意

織
的
な
統

一
作
用

・・
そ
・藩

主
護

策

そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
.、
れ
を
裏
票

ら
い

へ
ば
、
重
商
主
義
肇

の
出
現
は
、
同
時
に
ズ

ド
の
消
滅
で

あ

っ
た

の

で
あ

り

、

又

こ
れ

は

必
然

的

な

こ

と

で

玉

も
あ

っ
た

。

聖

は
、
騨

諸
轡

於
け
る
蕩

ド
制
度

兄

.
い
て
観

・傭

蒸

し
乍
泉

講

な
墾

で
あ
る
が
熱

し
如
上
の

展

的
規
定
は
、
支
那
書

に
は
令

あ
て
嵌

ら
な
い
。
す
で
に
私
は
、
支
離

會
を
の
せ
て
み
る
地

物

の
自
欝

情
態
・
、
・
の
上
に
生
活
す
・
民
族
の
特
葎

並
に
・
れ
を
と
砦

西

園
の
事
情
は
・
支
那
國
家

の
特
異
な
る
性
質
・
か
ら
ん
で
、
先
天
的
に
支
那
肚
會
の
山金

欝

に
自
律
的
統
制
を
可
能

な
ら
し
む

る
能
力
を

附
興
し
た
.」
と
を
み
た
。
か
-
支
那
肚
會
の
上
農

開
さ
れ
た
・
菱
縫

濟
が
、
先
天
的
に
自
己
統
制
を

な
し
う

"、
能
力
を
享

、
と
い
熱

に
、
支
那
に
於
け
・
行
會
制
度

の
養

的
な
特
質
を
麗

す
垂

謬

る
鍵
が
横
は

つ
て

み
る
。

モ
ー

ス
博

士

が
、
支

那

の
行

會
制
度

の
特

徴
を

、
欧

洲

の
ギ

ル
ド
組
織

が
主

と
し

て
常

時

の
国

王
諸
侯

も
し
、
は
市
會
の
保
護
の
下
に
饗

せ
.。
喝

拘
は
享

、
支
那
に
在
っ
て
は
、
何

ら
そ
れ
ら
の
も
の
と
は
關
係

嫁
く
皇

曽

鍵

し
嘉

に
求
め
ら
気

の
も
、
恐
ら
-
以
上
の
意
味
に
於
ξ

あ
ら
う
・
繰
返
し
て
い
へ
ば
・

支
那
の
讐

欝

は
自
ら
を
規
制
す
る
能
力
を
先
天
的
に
有
す
・
の
で
あ
・
が
、
か
;

自
己
統
制
力
は
・
支
那

19噂 羅
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祀
會
の
交
通
纒
葉

低
き
よ
り
高
き

へ
と
震

す
・
に
從

っ
て
、
氷

努

な
氷

組
織
的
な
も
の
た
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
れ
故
に
、
支
那
の
肚
會
経
済
が
市
場
集
散
の
系
統
と
秩
序
と
を
整

へ
る
に
い
た
っ
た
時
は
、
如
上
の

自
己
統
制
力
は
始
め
て
『
行
』
と
し
て
具
膿
的
な
姿
を
現
は
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
市
場
集
散
の
経
済
秩
序
が
南
面

流
通
の
そ
れ
長

き
か

へ
ら
る
註

及
ん
で
は
、
そ
の
姿
を
器

強
力
な
る
公
所
・會
舘
・醤

か

へ
た
の
で
あ
っ

た
.

・
れ
は
、

過
書

於
け
・
支
那
の
歴
史
が
吾
々
に
敢

へ
・
且
ハ欝

な
る
妻

で
あ
る
・

し
か
も
・

行
會
制

噸

度

の
名
の
下
に
殺

せ
ら
・
・
公
所
・會
舘
・藻

、
・
の
聲

後
に
、
支
那
に
於
け
・
近
代
政
治
の
特
殊
な
・
恩

構

に
促
進
さ
れ
て
、
響

軍
純
な
・
審

経
濟
の
統
制
力
た
・
に
は
留
ら
す
し
て
・
支
那
肚
會
を
支
那
國
家

の
故

知

鋳

影
禦

ら
防
衛
す
熟

め
の
駿

塾

し
て
活
動
芝

釜

つ
嘉

ど

の
こ
・
は
蓋

々
行
金
痩

の
特

鵬

異

な

る
存
在

を

必
要

な

ら

し
め
た
。

前出
恥

一
方
に
於
け
る
肚
會
経
済
の
先
天
的
な
自
己
統
制
能
力
と
他
方
に
於
け
る
政
治
の
特
殊
性
と
は
、
か
く
し
て
、

傭

支
那
の
行
會
制
度
が
肚
會
経
濟
の
登
達
に
と
も
な
ひ
、
い
よ
一

登
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
基
本
的
な
根
擦
で
あ
る
鼻

そ
れ
ら
の
葉

的
諸
原
因
の
消
滅
せ
ぎ

磐

、
・
し
支
那
の
国
民
舞

が
塞

　

資
奎

蕎

を
と
る
日
が

繍

来

る
と
す

る
も
、
容
易

に
行
會
制

度

は
亡

び
な

い
で
あ
ら
う

。

こ

の
立

言

に
確
實
性

を
あ

た

へ
る
も

の
と

し

て
、

囎

次
の
如
き
事
例
を
あ
ぐ
れ
ば
そ
れ
で
券

で
あ
ら
う
・

輔　

第

一
の
も

の
は
、

い
ま
新

に
登
生

し

つ
～
あ

る
近
代
的
諸
産

業

に
は
、
輩

に
宗

激

的
要
素

を
鉄

く
と

い

ふ
貼

に

臨

於

て
の

み
集

の
も

の
と
騎

せ
ら

・

・
に
す
語

ギ

ル
・
が
暫

結
成

さ
れ

つ
詣

る
・
と

云

ふ
こ
と

で
あ

る
・

⑳

支
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支
那
国
民
経
濟
序
説

第
三
+
四
巻

九
六
四

第
六
號

三

二
、

例

へ
ば

、
電

気
業

.自

動
車

業

.自

轄
事
業
等

に
於

け

る
ギ

ル
ド

の
結
成

を

み
よ
。。.
又
そ

れ
ら

の
資

本
主
義

的
諸
産

山

。

業
の
葵

せ
・
範
團
に
あ
っ
て
は
、
従
来
の
小
農

的
な
利
害
以
上
窪

み
出
で
な
か
っ
た
公
所
蔀

嘉

は
・

瀧
　
　

む

或
る
も
の
は
聯
省
的
な
或
る
も
の
は
禽

民
的
な
規
模
の
外
形
を
備

へ
つ
・
あ
・
.
商
會
乃
至
懇

書

そ
の
典

麗

コ

リ

ぬ

型
眺

な
事

例

を

み
う

る
が

、

こ
の
場
合

に
は

、
従

来

の
個

々
の
ギ

ル
ー3
が
持

っ
て

る
た
諸

種

の
職
能

乃

至
機
能

は
、

パ
恥

商
會
乃
轟

喜

藁

中
せ
ら
れ
た
。
例

へ
ば
、
ズ

・
法
舞

集

・
つ
て
み
た
刑
擢

は
・
喜

の
審
判
所

鐙

-
に
移
・
れ
ち
。
技
藝
業
者
や
手
工
萎

の
結
成
し
て
ゐ
幕

が
、
い
ま
募

曽

聾

し
て
み
る
こ
と
普

こ
つ

耐
醜

コ

マ

　

ロれ

む

解
禦

紛

劣

も
な
垂

那
国
民
欝

の
資
奎

義
牝
に
よ
・
も
の
で
あ
・
こ
と
を
・
私
は
勿
論
見
脱
し
は
し
な

篤

い
.
然
・
乍
ら
、
・
れ
ら
の
も
の
毒

分
的
な
縫

現
象
は
・
い
ふ
迄
も
な
く
・
如
上
の

一
般
的
質
問
を
否
定
す

窩
こ

　

る

に
は
何

ら
の
役

に
も
立

た
な

い
で
あ

ら

う

こ
と
を
強

調
す

る
こ
と

も

、
全

く
正
當

で
あ

る
。

踊
齢

　

　

ロ

呈

に
羅
列
し
た
華

情
を
、
内
面
的
に
縫
葺

≦

本
の
霧

は
、
支
那
長

け
異

同
組
灘

と
相
互
組

㎞
犠

盤

と
が
互

に
分
離
・
翌

・
て
窪

し
た
と
云
ふ
こ
・
で
あ
…

の
特
殊
讐

目
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
・

㎝
㎞

帥

　

　

守
ル
ク

ス
主
義

者

が
提

示
す

る
重
商

主
義

政
策

及
び

ギ

ル
ド
制

度

に
關

す

る
疑

問

は
、
氷
解

さ

る

～
で
あ

ら

う
し

、
輪
島

・尉

叉
.、
の
特
質
を
強
調
す
・
・
と
に
・
つ
て
、
～

ス
・
が
洛
　

・
非
難
を
蓑

す
・
-
が
出
家
　

羅

あ
ら
,つ
。
か
つ
て
中
国
共
議

の
指
蕎

な
諸

家
と
奪

ら
れ
蓮

歴
氏
が
、
華

年
の
長
き
に
亙
っ
て
商
業

曲
描

細

及

び
商

人
資
本

の
支

配
す

る
如

き
『
奇

怪

な
肚
會
』
は
あ

り
得
な

い
と
稽

せ
ら

る

、
肚
會

は
、
か

く
て
、
宋

以
後

立

エ
㎡
磁
エ

派
に
存
在
レ

つ
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
孫
悟
室
の
室
馳
け
る
磐

會
得
せ
轟

秘
難
測
の
肚
會
と
し
τ
で
は
な
く

㎎

%



し

て
、
生

け

る
現
實

の
肚
會

と

し

て
存
在

す

る
し
、
又
存
在

し

う

る
。

私

に
と

っ
て
『
奇

怪
』
な

こ
と
は

、
支

那

に

ヤ

　

於
け
る
商
業
資
本
の
長
期
の
支
配
で
は
な
く
、
現
實

の
支
那
國
民
経
濟
が
提
示
し
て
み
る
そ
れ
ら
の
諸
特
質
を
す

べ
て
無
視
し
て
、
庶
三
無
三
に

一
律
の
公
式
を
あ
て
は
め
ん
と
す
る
果
敢
な
る
理
論
家
諸
氏
の
勇
気
で
あ
る
。

五

、

結

唖
口口

こ

、
で
私

は
再

び

、
支

那
国

民
経
済

の
総

括
的

な
序
説

に
立
ち

か

へ
ら
ね
ば

な
ら

漁
。
支
那
国

民
経
濟

は

、
そ

の
横

の
流

に
於

て
ば
、
宋

以
後

に
急
速

に
登
達

し
た
官

吏
資

本

に
促
進

さ

れ

て
、
支

那
民
族

の
領
土

を
隈

な

く
蔽

ふ
完

登

な

る
布

面
流
通
経

済

の
系
統

と

秩
序

翻
且
ハ偏
す

る

に
い
九
り

.
叉

昂
・の
…維
の
流

に
在

っ
て

は
争
國
廉

共
同

暦

と
杜
會

相
互
層

の
特
殊

な

る
關
連

に
規
制

せ
ら

れ

て
、
諸

他

の
国

民

に
あ

っ
て̀
は
容
易

に
見
得

ざ

る
程

の
複
雑

な

且

つ
特
異

の
様

相
を

示

し

て
み

る
。
拙

論

は
、
後

者

の
特

質

に
關
速

し

つ

～
主

と

し

て
前
者

の
特

徴
を
概

括
的

に
素
描

せ
ん
と
試

み
た
も

の
で
あ

る
。
然

し
乍

ら

、

こ

の
拙

い
試

に
よ

っ
て
、
支

那

国
民
経
済

が

四
千
載

の
長

き

に
亙

っ
て
提

示

し

た

一
切

の
問

題

と
疑
問

と
が

、
す

べ
て
解
決

せ
ら

れ
た
の

で
は
な

く
、
む

し

ろ
そ

の
反
芻

で
あ

る

こ
と

は
、
筆

者
自
身

誰

よ
り

も
よ

く
知

っ
て
み

る
。

こ
の

こ
と
を

、
再

び

こ

〉
に
明
記

し

て
お
か
ね
ば

な

ら

ぬ
。

-

一
九
三
二
年

二
月

三
日
、
満
…鐵
上
海
研
究
室

に
て
。
i
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